
法

律

法
律
第
七
十
四
号

医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

を

「
第
三
節

管
理
（
第
四
十
六
条
の
二

第
五
十
四
条
）

第
四
節

社
会
医
療
法
人
債
（
第
五
十
四
条
の
二

第
五
十
四
条
の
八
）

第
五
節

解
散
及
び
合
併
（
第
五
十
五
条

第
六
十
二
条
）

第
六
節

監
督
（
第
六
十
三
条

第
七
十
一
条
）

」
「
第
三
節

機
関

第
一
款

機
関
の
設
置

第
二
款

社
員
総
会

第
三
款

評
議
員
及
び

第
四
款

役
員
の
選
任

第
五
款

理
事
（
第
四

第
六
款

理
事
会
（
第

第
七
款

監
事
（
第
四

第
八
款

役
員
等
の
損

第
四
節

計
算
（
第
五
十

第
五
節

社
会
医
療
法
人

第
六
節

定
款
及
び
寄
附

第
七
節

解
散
及
び
清
算

第
八
節

合
併
及
び
分
割

第
一
款

合
併

第
一
目

通
則
（
第

第
二
目

吸
収
合
併

第
三
目

新
設
合
併

第
二
款

分
割

第
一
目

吸
収
分
割

第
二
目

新
設
分
割

第
三
目

雑
則
（
第

第
三
款

雑
則
（
第
六

第
九
節

監
督
（
第
六
十

（
第
四
十
六
条
の
二
）

（
第
四
十
六
条
の
三

第
四
十
六
条
の
三
の
六
）

評
議
員
会
（
第
四
十
六
条
の
四

第
四
十
六
条
の
四
の
七
）

及
び
解
任
（
第
四
十
六
条
の
五

第
四
十
六
条
の
五
の
四
）

十
六
条
の
六

第
四
十
六
条
の
六
の
四
）

四
十
六
条
の
七
・
第
四
十
六
条
の
七
の
二
）

十
六
条
の
八

第
四
十
六
条
の
八
の
三
）

害
賠
償
責
任
（
第
四
十
七
条

第
四
十
九
条
の
三
）

条

第
五
十
四
条
）

債
（
第
五
十
四
条
の
二

第
五
十
四
条
の
八
）

行
為
の
変
更
（
第
五
十
四
条
の
九
）

（
第
五
十
五
条

第
五
十
六
条
の
十
六
）

三
条

第
七
十
一
条
）

十
二
条
の
三
）

六
十
二
条
・
第
六
十
二
条
の
二
）

（
第
六
十
一
条

第
六
十
一
条
の
六
）

（
第
六
十
条

第
六
十
条
の
七
）

（
第
五
十
九
条

第
五
十
九
条
の
五
）

（
第
五
十
八
条

第
五
十
八
条
の
六
）

五
十
七
条
）

」 に
改
め
る
。

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
限
る
」
の
下
に
「
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
二
以
上
の
都
道
府

県
に
お
い
て
病
院
又
は
診
療
所
を
開
設
す
る
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
全
て
の

都
道
府
県
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
都
道
府
県
」

に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

二
以
上
の
都
道
府
県
に
お
い
て
病
院
又
は
診
療
所
を
開
設
す
る
医
療
法
人
（
ロ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
全
て
の
都
道
府
県

ロ

一
の
都
道
府
県
に
お
い
て
病
院
を
開
設
し
、
か
つ
、
当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
お

い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
区
域
に
隣
接
し
た
当
該
都
道
府
県
以
外
の
都
道

府
県
の
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
号
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
す
る
医
療
法
人
で
あ

つ
て
、
当
該
病
院
及
び
当
該
診
療
所
に
お
け
る
医
療
の
提
供
が
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県

第
四
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
三

前
条
第
一
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
社
会
医
療
法

人
の
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
た
医
療
法
人
の
う
ち
、
前
条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
掲
げ
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た

こ
と
（
当
該
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
こ
と
が
当
該
医
療
法
人
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
る
場
合
に
限
る
。）に
よ
り
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
社
会
医
療
法
人
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
（
前
条
第
一
項
各
号
（
第
五
号
ハ
を
除
く
。）に
掲

げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）は
、
救
急
医
療
等
確
保
事
業
に
係
る
業
務
の
継
続
的
な
実
施
に
関
す
る
計

画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
、
そ
の

実
施
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
認
定
を
受
け
た
医
療
法
人
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
収
益
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

３

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
実
施
計
画
の
認
定
及
び
そ
の
取
消
し
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
政
令
の
」
を
「
政
令
で
」
に
改
め
、「
合
併
」
の
下
に
「
、
分
割
」
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
医
療
法
人
は
、」の
下
に
「
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
」
を
、「
都
道
府
県
知
事
」

の
下
に「（
以
下
こ
の
章
（
第
三
項
及
び
第
六
十
六
条
の
三
を
除
く
。）に
お
い
て
単
に
「
都
道
府
県
知
事
」と
い
う
。）」

を
加
え
る
。

医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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